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　はじめに
　2016年9月9日、朝鮮民主主義人民共和国（以下：北朝鮮）は、咸鏡北
道吉州郡豊渓里付近の核実験場で5度目1となる核実験を実施した。朝鮮通
信は「核弾頭の威力を判定する為の核実験が成功に行われた。」と朝鮮核
武器研究所の声明を伝え、核実験の成功を発表した2。今度の核実験は
2016年1月6日の「水爆」実験以来で、1年内に2回も核実験を実行したこ
とになり、2013年2月12日に実施した核実験を合わせると、金正恩体制下
で計3回の核実験が行われた。さらに今年に入ってから核弾頭を搭載可能
な各種弾道ミサイルを20発以上発射し、核弾頭ミサイルの実戦配備に近
づいた可能性が一段と高まった3。言うまでもなく北東アジア諸国への脅
威はこれまでとは比べものにならない程増大している（図表7参照）。
　このように、国際的孤立を深める金正恩政権の暴走は、国際社会から非
難と制裁を招くだけではなく、最大の友好国で支援国である中国からも厳
しい目を向けられるようになってきた。最近、中国国内の研究者、政府系
メディア、ネット上の世論などは北朝鮮の体制や政策に批判的な傾向が強
まっており4、特に1月6日の「水爆」実験以降、中国当局も北朝鮮に対し
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1 2006 年 10 月 9 日、第 1 回目の核実験（プルトニウム型）。2009 年 5 月 25 日、
第 2 回目の核実験（プルトニウム型）。2013 年 2 月 12 日、第 3 回目の核実験（「小
型化に成功した」と主張）。2016 年 1 月 6 月、第 4 回目の核実験（「水爆実験に成功」
と主張）。同年 9 月 9 日、第 5 回目の核実験（「核弾頭実験の成功」と主張）。
2 「조선핵무기연구소핵탄두폭발실험에성공」『조선통신』,2016 年 9 月 9 日 ,（朝
鮮通信社ホームページ）＜ http://www.kcna.co.jp/index-k.htm ＞ .　　　
3 「核弾頭の威力確認」『朝日新聞』, 2016 年 9 月 10 日付日刊 ,14 版（1）.
4 「核武成不了朝鲜改变国运的突破口」『环球时报』社评，2016 年 1 月 7 日（星
期四），第 3798 期（14）．「朝鲜核弹搅局够，战略威慑差得远」『环球时报』社评，
2016 年 9 月 10 日（星期六），第 3999 期（7）.
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てかつての融和路線から一転して、北朝鮮の核実験に対して正式に反対声
明を公表するようになり、国連安保理の制裁決議においても賛成するよう
になってきた5。このような状況のなかで、北朝鮮と最も関係が深い民族
が中国に居住している。それは、中国朝鮮族（以下：朝鮮族）である。彼
らは19世紀半ば以来朝鮮半島から中国に移住した朝鮮民族として、かつ
て北朝鮮に対して祖国意識や同民族意識といった強い帰属意識を持ってお
り、その交流の歴史や繋がりは深いものである。しかし1980年代以降、
中国の対外改革開放や市場経済化の加速、朝鮮族社会のグローバル化の深
化、さらに繰り返される北朝鮮の核実験などによって、中国朝鮮族の北朝
鮮に対する帰属意識は大きく変化し始めたのである6。
　中国朝鮮族に関する先行研究は、古くは天野元之助「間島に於ける朝鮮
人問題に就いて」『満蒙パンフレット』17号（中日文化協会，1931年）、
井上学「日本帝国主義と間島問題」『朝鮮史研究会論文集』10号（1973年）
などがある。1990年代以後の代表的な研究を見ると、金炳鎬『朝鮮族人
口簡論』（中央民族大学出版社，1993年）、高崎宗司『中国朝鮮族―歴史・
生活・文化・民族教育』（明石書店，1996年）、鶴嶋雪嶺『中国朝鮮族の
研究』（関西大学出版部，1997年）、鄭信哲『人口移動和朝鮮族社会発展』（黒
竜江民族出版社，1998年）、韓景旭『韓国朝鮮系中国人―朝鮮族』（中国
書店，2001年）、権香淑『移動する朝鮮族－エスニック・マイノリティの
自己統治』（彩流社,2011年）などの研究が多数発表されたが、それらは朝
鮮族の移民史、文化、社会現状に関する研究にとどまっていた。
　朝鮮族の意識問題については、2000年以降になってその研究が徐々に
増えてきた。その先行研究を整理してみると、鄭雅英『中国朝鮮族の民族
関係』（アジア政経学会,2000年）、李振翎「朝鮮人から朝鮮族へ―中国共
5 「対北朝鮮、安定追求を＝制裁支持表明も慎重姿勢－中国外相」『時事通信社』, 
2016年1月15日 , （時事通信社 JIJIwebホームページ）＜http://jijiweb.jiji.com＞ . 「中
国、新制裁決議に同意＝北朝鮮の核問題で王外相表明」『時事通信社』, 2016 年 9
月 14 日 , 同上 .
6 詳細は、拙稿「北朝鮮に対する中国朝鮮族の意識変化」（『国際文化研究紀要』
第 19 号，2013 年），1 ～ 27 頁。
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産党の延辺地域掌握とアイデンティティの変化」（漢陽大学校亜太地域研
究センター『中蘇研究』第5号,2002年,98 ～ 116頁）、金仙花『中国朝鮮族
と在日朝鮮人の比較研究―民族的アイデンティティをめぐって』（金沢大
学人間社会環境研究科,博士論文,2008年）、李海燕『戦後の「満州」と朝
鮮人社会－越境・周縁・アイデンティティ』（御茶の水書房,2009年）、金
銀実『中国朝鮮族の国際移動と意識変容－韓国の移動者を中心に』（埼玉
大学大学院文化科学研究科,博士論文,2014年）などの研究実績を確認する
ことができる。その中で、鄭雅英の研究は、中国における朝鮮族について
移民初期から改革開放以後までの民族関係を中心に理論的かつ実証的に研
究したものであって、中国の改革開放と市場経済化で朝鮮族の民族教育は
停滞的な局面を迎えており、朝鮮族の民族的アイデンティティも大きな岐
路に立っていると指摘する。李振翎の研究は政治学的なアプローチで、中
国共産党は朝鮮人組織と根拠地の建設および朝鮮人幹部に対する粛清を経
て、延辺を「中国の一部、そして一つの辺境」に確定することができたと
論じている。金仙花の研究は、民族的アイデンティティをめぐって、中国
朝鮮族と在日朝鮮人を比較研究したもので、在日朝鮮人が中国朝鮮族のよ
うに民族的アイデンティティを保持するためには「日本国籍朝鮮族」とし
て生きる必要性があると論じている。李海燕の研究は、1945年の第二次
世界大戦終了後から1955年に中国共産党の「民族区域自治」政策が実施
されるまでの期間に焦点を当てて、中国居住朝鮮人が「満州国」臣民から
中国の一少数民族である中国朝鮮族となっていくその形成・成立過程を論
じた研究である。金銀実の研究は、韓国での朝鮮族出稼ぎ労働者に対する
ライブ・ストーリーの聞き取り調査を通じて、国際労働力移動中における
朝鮮族の意識変動を論じている。以上のように朝鮮族の意識に関する研究
は増えてきているにもかかわらず、北朝鮮に対する朝鮮族の意識変化につ
いて検討した研究は見当たらない。
　これを踏まえて本稿では、19世紀から現在に至る中国朝鮮族の帰属意
識の変遷を検討するとともに、北朝鮮の核暴走が朝鮮族の固有意識に具体
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的にどのような影響を与えているのかを分析することによって、朝鮮族の
北朝鮮に対する意識変化の実態を明らかにしたい。
　第１節　朝鮮移民の帰属意識と北朝鮮
　中国朝鮮族は、主に19世紀半ばに朝鮮半島から中国東北（「満州」）地
域へ移住し始め、そこで定着した人々とその子孫たちである。当時の朝鮮
人移民は歴史の波乱の中で安定した生活を求めて中国に移住し続けたが、
彼らを待ち受けたのは政府や強権の様々な強制的な政策であって、その政
治的目的に利用され、悲惨な状況に直面することになった。このような１
世紀半に渡る移民過程において、朝鮮半島に対する帰属意識は変わること
はなく、強固なものであった。
　一、移民時代の帰属意識
　1875年、清朝奉天省の「封禁令」廃止と招墾政策によって7、窮乏した
朝鮮人農民は豊沃な土地を求めて、満州地域に次々と移住し始め、主に鴨
緑江北岸の南満地域、図們江以北の間島地方を中心に移り住み、農業を中
心とした新たな生活基盤を作り上げることができた。それは、清朝の招墾
政策に加えて満州地域の満人や漢人が朝鮮からの移民に対して友好的で
あって、朝鮮人移民の開墾を歓迎したからである8。こうして、朝鮮墾民
は漢人や満人地主が小作に出した土地を借りて開墾耕作を行うようにな
り、さらに地主から未開拓地の一部を買うことで朝鮮人自作農や地主まで
現れるようになるとともに、朝鮮人移民村落が次々と形成されようになっ
た。このように各地で村落や部落など共同体を形成して、互いに助け合い
ながら水田稲作を行い、朝鮮民族の伝統的な生活、習慣を守ることで民族
7 「吴䘵贞：延吉边务报告 第 2 章」李澍田编『长白丛书 初集』吉林文史出版社，
1987 年（姜龙范『近代中朝日对间岛朝鲜人的政策』黑龙江民族出版社，2000 年 ,43
页）。
8 拙稿「満州国における日本の経済統制と朝鮮人移民政策」（『国際文化研究紀
要』第 18 号，2011 年），51 ～ 78 頁。
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の特性を維持してきた9。その民族意識は彼らの移民過程においても根強
く存在していた。
　それと対照的だったのは朝鮮人移民の国籍問題である。彼らの国籍は北
東アジアの力関係によって、複雑な様相を現した。清朝は「辮髪易服令」
（1890年）を公布し、朝鮮墾民の清国籍への強制的帰化政策を行い、それ
を拒否する者には入籍や土地所有権を認めない施策を取った。しかし、帰
化を望まない朝鮮農民の多くは、帰化朝鮮人を「地主」にして、その下で
小作農として働くといった状況が続いた10。このように、清朝時代におけ
る朝鮮人移民は生活の苦しみのなかでも、必死に自分たちの民族的伝統や
風習を守り続けたのである。
　1910年の「韓国併合」後、日本は朝鮮人を日本国籍に縛り付けること
によって、国外に移住した朝鮮人をその統制下に置く政策を取ったため、
中国との間に紛争が多発した11。また「満州国」時代では、在満朝鮮人の
反日、抗日運動が高揚した 。在満朝鮮人移民の中には、朝鮮半島に対す
る帰属意識が根強く存在していたのである。それを最も感じさせるのは朝
鮮義勇軍である12。1945年8月大戦終結後、朝鮮半島の独立をめざした在
満朝鮮人移民は、鴨緑江を渡り新義州に進軍していくが、朝鮮に入ること
ができなかった。中国で新しく朝鮮義勇軍を結成することになった彼らは、
朝鮮の独立と解放を明確に揚げていて、中国内戦期（1946年夏～ 1949年夏）
に中国東北地域の朝鮮人地方武装勢力を吸収して急成長したのである13。
その後朝鮮義勇軍が中国共産党の東北連軍に編入されると、殆どの指導部
メンバーと一部の支隊員は朝鮮に戻った。
9 韓国史料研究所編『朝鮮統治史料』第 10 巻，宗高書房，1970 年，241 頁。
10 鶴嶋雪嶺、西重信「朝鮮人の間島入植と日本の朝鮮政策」『関西大学部落問
題研究室紀要』第 4 号，関西大学部落問題研究室，1973 年を参照されたい。
11 前掲「満州国における日本の経済統制と朝鮮人移民政策」，51 ～ 78 頁。
12 朝鮮義勇軍に関しては以下を参考されたい。森川展昭「朝鮮独立同盟の成立
と活動について」朝鮮民族運動史研究会『朝鮮民族運動史』第 1 号，青丘文庫，
1984 年。廉仁镐「朝鲜义勇军」历史问题研究所『历史批评』（26），1994 年。
13 李英顺等『朱德海』实践文学社，1992 年，128 頁。
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　以上のように、中国東北（満州）地域に移動した朝鮮人移民は、様々な
政治的迫害や排除を受けながらも、朝鮮民族の伝統的な生活、習慣を守り
続けることで必死に民族の特性を維持してきた。そして、その民族意識は
彼らの中に根強く存在しており、如何なる政策措置や脅威下でも祖国であ
る朝鮮半島への帰属意識は変えることができなかった。
　二、「祖国」の北朝鮮
　ところが、1949年に中国共産党が中国の政権を取り、中華人民共和国
を建国すると、朝鮮人移民は中国共産党の少数民族政策によって、中国の
少数民族の一員である中国朝鮮族になるが、その「新中国」の中で従来の
祖国観は変わっていったのだろうか。
　日本敗戦後、中国東北地区居住の朝鮮人における国籍について、再び問
題とされることとなり、中国国民党は東北地区居住朝鮮人を韓国僑民とし
て扱う政策を取っていたが、中国共産党は「民族平等」政策を取り、彼ら
に中国国籍を与えるとともに、朝鮮族の朝鮮半島への根強い祖国観にも一
定の理解を示していた。しかし、1948年に入って、中国共産党の国共内
戦上における勝利は確定したものとなり、さらに1948年に朝鮮民主主義
人民共和国（以下、北朝鮮）の建国への動きをうけ、朝鮮族の国籍に対し
て政策変更を始めた。1948年8月15日、中共延辺地委は「延辺朝鮮民族の
中国境内の少数民族としての地位を確定する」と決定し、中国公民として
の地位が初めて確認されるようになった。
　ところが、1948年9月9日に朝鮮民主主義人民共和国が成立すると、こ
れに対して東北地域の在留朝鮮人は民族の最大慶事として受け止め、様々
な集会を開き「祖国の統一と独立を祝って」いたという14。延吉では約2
万人が参加した盛大な集会が行われ、「朝鮮最高人民会議万歳、朝鮮民主
主義人民共和国万歳、朝鮮の比類なき愛国者・指導者金日成首相万歳」を
14 「中国和朝鲜人民更加亲密地团结起来―庆祝朝鲜民主主义人民共和国成立」，
『东北日报』社论，1948 年 11 月 17 日（李海燕『戦後の「満州」と朝鮮人社会
―越境・周縁・アイデンティティ』お茶の水書房，144 頁）。
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唱えた15。このような集会は延吉以外に和龍、龍井など延辺各地でも大変
な盛り上がりを見せた。そして、延辺以外でも1948年10月、ハルピンの
在留朝鮮人が大規模な慶祝大会を開催し、「南朝鮮の傀儡政府を打倒し、
祖国統一を実現しよう」との演説があった16。このように、朝鮮族は中国
公民として地位が確定されたにもかかわらず、朝鮮半島に対する民族的意
識が強く、「祖国は朝鮮である」という祖国観は相変わらず根強く朝鮮族
の心の中に存在していた。「韓国併合」によって日本の植民地となった母
国朝鮮に独立国家が設立されたことは、中国朝鮮族にとっては朝鮮民族と
して初めての喜びであり、民族的アイデンティティの高揚を齎した。この
ような民族主義の高揚は、中国共産党が在中朝鮮人に中国公民としての地
位を与えた後のできごとであって、その後も朝鮮半島に対する帰属意識は
相変わらず強かった。
　その後、朝鮮戦争に対する朝鮮族の「祖国防衛の熱意」にも朝鮮民族と
しての強い民族意識が表れていた。延辺では祖国を支援する集会が盛大に
行われ、「東北地域にいる朝鮮民族の民族祖国である朝鮮の完全なる統一
を支援する」などの声明を出していた17。そして、「祖国」朝鮮への思い
は知識人のなかでも強く「筆を銃に変えて、いますぐでも祖国（北朝鮮）
の戦場に駆けていきたい」18と訴えたほか、延辺師範学校の学生たちは連
名で毛沢東に「わが祖国（北朝鮮）の人民らは無上の英雄気概で侵略者と
血戦を続けている……我らは一日も早く祖国に戻って、侵略者を追い出し、
祖国を守りたい」19という手紙を送るなどして、民族感情が益々高まって
15 「全延边人民准备召开朝鲜民主主义人民共和国成立庆祝大会」『延边日报』，
1948 年 10 月 27 日（同上）。
16 「东北各地朝鲜人民庆祝朝鲜人民民族政府成立」，『东北日报』，1948 年 12 月
1 日（同上）。
17 「ソウル市の解放捷報に全延吉市民が歓喜鼓舞される」，『東北朝鮮人民報』，
1950 年 6 月 29 日（同上）。
18 「延吉人民は入隊、後方支援を積極的に志願」，『東北朝鮮人民報』，1950 年
11 月 9 日（同上、169 頁）。
19 同上。
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いった。さらに、大勢の朝鮮族青年は中国志願軍に入隊して祖国解放戦争
に向かい、多大な犠牲を払ったのである。このように、中国朝鮮族の祖国
とは北朝鮮であって、北朝鮮に対するエスニック・ナショナリズムがすべ
てであった。ただし、韓国に対しては大戦後、北東アジアの国々は近代的
な国民国家への形成過程において、冷戦体制に取り込まれるといった歴史
的な展開により、朝鮮族の朝鮮半島に対する帰属意識は部分的なものに変
えられてしまった。東側陣営として社会主義体制を共有する特殊な血盟関
係であった中朝関係は、北朝鮮に対する朝鮮族の祖国意識を強める一方で
あった。しかしその反面、冷戦体制下の西側陣営たる韓国に対しては、地
理的な距離という壁に加え、イデオロギーの大きな壁に遮られ、祖国観が
弱まる一方であって、むしろ徐々に敵対国になってしまったのである。
　以上のような朝鮮族の露骨な民族感情に対して中国共産党は警戒感を持
ち始めるようになった。朝鮮戦争以降、朝鮮族は中国共産党から新中国公
民としての「愛国心」と「忠誠心」を求められ、中国公民であることを明
確に認識させられた。その後、1957年の反右派闘争から60年代文化大革
命に至る中国の政治大動乱期には、朝鮮族も暴力を伴う激しい「闘争」を
うけ、朝鮮族幹部の大半は反動的「地方民族主義者」として迫害され、そ
の被害者総数は10万人を超えた20。文化大革命終了後も、朝鮮族の民族感
情には大きな傷跡を残した。その後、朝鮮族内部での懸命の努力により文
革終了後比較的早い時期に、彼等の生活は正常化を経て再び発展への道を
たどり始めることができたが21、こうした少数民族に対する極端な迫害に
よって、朝鮮族の中国共産党に対する不信感と失望感は極めて強くなり、
朝鮮族の民族意識は強まる一方であって、朝鮮族に対する「新中国への愛
国心」の強要にもかかわらず、北朝鮮に対する祖国意識は失われることは
なく、逆に強化されるようになったのである。
20 金炳镐、王铁志『中国共产党民族纲领政策通论』黑龙江教育出版社，2001 年，
518 頁。
21 鄭雅英「変貌する東北の朝鮮族社会」佐々木信彰『現代中国の民族と経済』
世界思想社，2007 年，71 頁。
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　第２節　中国の経済発展と朝鮮族の社会変化
　上述したように、彼らはかつて朝鮮半島に対する祖国意識や同民族意識
を強く持っており、特に北朝鮮への帰属意識は強固なものであった。しかし、
1980年代以降、中国の対外改革開放や市場経済化の加速、グローバル化が
深化する国際社会の中で、従来の北朝鮮に対する彼らの固有意識が変化し
始めるのである。特に経済発展を基調とする社会の流れと北東アジア地域
におけるグローバル化の深化が彼らの意識変化に大きな影響を与えていた。
　社会主義国家である中国において、朝鮮族は他の少数民族と同様に計画
経済の枠組みのなかで、中央指令計画に基づいて民族地域の経済発展と民
族の文化構築に力を注いできた。ところが、1978年以降、改革開放政策を
取り入れることになると、朝鮮族の民族経済は市場経済の波に乗って急速な
変化を遂げるようになった。中国延辺朝鮮族自治州（以下：延辺）22の経済
発展状況を見ると、改革開放から20年になる1998年のGDP総額は114.6億元
（単位：人民元）で、一人当たりGDPは5,247元となり、1978年に比べ3.8倍
も増加した。そして、2015年のGDPは886.1億元で、一人当たりGDPは
38,999元までのぼり、これを米ドルで換算すると約6262ドルに達していた23。
　市場経済の本格的な推進により、生活水準が徐々に豊かになる反面、農
産物市場での米価格の暴落、国内のインフレによる農業用品価格の高騰が
22 延辺州は中国吉林省の東部に位置している。総面積は 42.700 平方キロで、東
はロシア、南は北朝鮮と国境を接しており、北朝鮮との国境線は 522.5 キロにも及
んでいる、域内は朝鮮民族麗山である長白山があり、そこに源流を発した図們江
が中国・北朝鮮・ロシア 3 カ国の国境地帯を東流して日本海に注ぐのである。この
3 カ国国境が接している図們江デルタ地帯が有名な図們江開発地域である。延辺
州は延吉市、図們市、敦化市、龍井市、和龍市、珲春市と汪清県、安図県の八つ
の県市で構成されている。自治州の首府都市は延吉市である。延辺の人口は 213.6
万人で、そのうち朝鮮族が 36.2％の 77.4 万人を占めている。延辺は朝鮮族人口が
多かったため（当時朝鮮族の比率は 62％）、1952 年 9 月 3 日に延辺朝鮮族自治区
に指定され、1955 年 12 月には自治州と変更された。中国における自治区、州とい
う制度は、少数民族の文化や権益を守るための政策であり、具体的には少数民族
が自治区、州の首長に任命され、言語の公用語化や民族教育の実施が認められて
いる。（延辺州統計局編『延辺統計年鑑 2015 年版』延辺人民出版社、2016 年 5 月）。
23 「延辺州 2015 年国民经济和社会发展统计公报」『中国统计局』，2016 年 5 月 5
日 ,（中国統計局ホームページ）＜ http://www.stats.gov.cn/ ＞ .
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原因で、総人口の半数以上が農業に従事している朝鮮族農民は土地を捨て、
大都市へ出稼ぎに出て、農村は崩壊の危機に陥るようになった。そして、
中国全土における改革開放政策の進展と市場経済の拡大は，少数民族とし
ての朝鮮族の民族経済にも大きな影響を与え，民族企業の競争力が低下し、
多くの企業が倒産し失業者は増える一方であった。地域的不均衡発展は中
国経済発展の一大特徴であり、この不均衡状態は中心部と周辺部とにはっ
きりと分かれているが、その周辺部と少数民族地域が重なっているため、
中国の少数民族経済は大都市や沿海部に比べると著しく遅れていた。
2015年の都市別の一人当たりGDPを見ると、北京市は106,751元、上海は
102,919元、広州は138,377元に達しており、延辺地域の３倍近くに増加し
ている24。こうした格差はその後もほとんど縮小されておらず、むしろ拡
大傾向にあるのが実状であった。
　このような状況から朝鮮族は農民だけではなく、都市部の人々も職を求
めて、発展した大都市や沿海部に移動するようになった。その時期の統計
を見ると、高度成長期の1990 ～ 1996年の間だけで中国朝鮮族人口のおよ
そ10%を占める20万人が農村部から都市部に移動したという25。また、中
国最大の朝鮮語新聞紙『延辺日報』は当時の人口流出について「改革開放
以来、中国東北地区の農村から都市への朝鮮族人口の流出率は移動が少な
い村の流出率は約15.2％、多い村は約40％にも達している」と記載してい
た26。こうした中国朝鮮族の都市部への大規模な人口移動は、農村の余剰
労働力問題を解決し、出稼ぎ先からの送金は一定の富をもたらしたが、朝
鮮族の著しい人口流出によって、労働力だけではなく人材不足問題も表面
化するようになった27。また民族学校の数が急減し、朝鮮族社会を支えて
24 同上 ( 中国統計局ホームページより参照）＜ http://www.stats.gov.cn/ ＞ .
25 「対外開放と中国的朝鮮族」『民族研究』第 6 号，中国国家民委民族研究中心，
1997 年，19 ～ 28 頁。
26 「朝鲜族人口变化」『延边日报』総合新聞版，1997 年 1 月 27 日。
27 延辺地域の朝鮮族人口の変化を見ると、自治州の設立した際（1955 年）、朝
鮮族人口は全人口の 62％占めていたが、2000 年は 37.7%、2015 年は 36.3% と
低下する一方である（延辺州統計局編『延辺統計年鑑 2015 年版』延辺人民出版
社、2016 年 5 月を参照）.
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きた国内でも一流と誇っていた民族教育そのものが大きく揺らいでおり、
それに伴う民族意識の喪失や漢族文化への同化現象により、朝鮮族社会は
かつてない深刻な崩壊危機に直面している。
　そして、1992年の中韓国交回復により、朝鮮族は同民族の国家である
韓国へ出稼ぎ労働者として大量に移動しはじめた28。まさに中国朝鮮族の
間での「韓国ブーム」であって、「出国熱」という言葉まで生み出すほど
であった29。韓国法務部の統計によると、1992年から1994年までに約17万
4000人の中国からの入国者があり、そのうち朝鮮族の入国者が約12万人
であった30。韓国への出稼ぎの実態を正確にとらえた統計はないが、2000
年までに韓国に行った経験のある朝鮮族は約30 万人、韓国で合法的就労
経験がある朝鮮族は約10万人以上にのぼるとされている。さらに2007年3
月4日、韓国政府の「外国人勤労者の雇用等に関する法律」の改訂により、
韓国内での自由就業が認められ、わずか1 ヶ月で1万8000余人が就業資格
を収得するなど、中国朝鮮族の韓国への移動はますます増加している31。
2015年現在、韓国における朝鮮族の中長期滞在人口は62万6655人32に達し
ており、これは朝鮮族全人口183万0929人33の三割以上を占める数字であ
る。韓国は彼らが他の国に移動する跳躍台となり、韓国に止まらず世界各
国に進出するようになった。すなわち、中国の改革開放政策は朝鮮族人口
の激しい流動を生み、朝鮮族社会の都市化を促進したが、中韓国交正常化
28 詳細は、拙稿「中国朝鮮族の韓国ドリームとその意識変化」（『国際文化研究
紀要』第 17 号，2010 年）， 165 ～ 185 頁を参照。
29 林今淑「対中国朝鮮族出国热的思考」『中国朝鮮族文化現状研究』黒竜江民
族出版社，2000 年，139 頁。
30 「対外開放和中国的朝鮮族」『民族研究』第 6 号，中国国家民委民族研究中心，
1997 年，19 ～ 28 頁。 
31 鄭雅英「韓国の在外同胞移住労働者－中国朝鮮族労働者の受け入れ過程と現
状分析」『立命館国際地域研究』第 26 号，2008 年 2 月，78 頁。
32 「지역및성별등록외국인현황 1992~2015 년」『국가통계청』,2016 년 8 월 4 일 ,
（韓国国家統計庁ホームページ）＜ http://kosis.kr/ ＞ .
33 中国朝鮮族人口数は 2010 年に実施した「中国第 6 次人口普査」の人口数を
使用。中国では 10 年一度人口調査を行うため、この人口数が最新の公式人口数
である。（中国統計局ホームページより参照）＜ http://www.stats.gov.cn/ ＞ .
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は朝鮮族が海外に本格的に大移動する大きなきっかけとなり、中国朝鮮族
社会のグローバル化をもたらしたのである。
　第３節　薄まる北朝鮮に対する祖国意識
　上述したように1980年代以降、中国の改革開放政策により朝鮮族は国
内外への移動が可能となり、国内では沿海都市や大都市へ、海外では韓国
をはじめ日本、米国、ヨーロッパの国々まで移動するようになった。そし
て、改革開放政策のさらなる進展と市場経済の拡大は，中国の少数民族と
して生きる朝鮮族の経済にも大きな影響を与え，大都市と沿海部に比べる
と著しい遅れをとった。このような状況から朝鮮族は農民だけではなく、
都市部の人々も職を求めて発展した大都市や沿海都市に移動するように
なった。また、韓中両国の国交回復（1992年）により、朝鮮族は韓国へ
出稼ぎ労働者として大量に移動しはじめ、その後も韓国に止まらず世界各
国へ進出するようになり、中国朝鮮族の世界大移動が始まったのである。
すなわち、中国の改革開放政策は朝鮮族人口の激しい流動を生み、それに
よって朝鮮族の都市化と国際化を齎したのである。そして、日々発展して
いく中国経済と国際社会の進歩を肌で感じていた彼らは、北朝鮮に対して
再認識するようになった。
　朝鮮族が北朝鮮に帰属意識を持っていたのは主に金日成時代であった。
戦後同じ社会主義体制下であることもあり、文化や経済面での交流が多く
行われ、国籍を問わず民族同士の絆は深かったと言える。多くの朝鮮族の
北朝鮮に対する「祖国観」は強固なものであって、「朝鮮戦争」時に命を
かけて「祖国を防衛する」という意志で戦場に飛び込む朝鮮族は後を絶た
なかった。また、中国文化大革命時期に迫害を受けた文化人や知識人が真っ
先に戻ったのは「祖国」である北朝鮮だった。
　1994年から金正日が政権を継承し、さらに「先軍政治」を行うように
なると、北朝鮮に対して疑問視する朝鮮族が多くなった。それは、中国の
「文化大革命」を経験した中国朝鮮族にとってはだれよりも痛感すること
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であった。また、時代遅れの計画経済体制によって、国内経済は事実上崩
壊してしまい、国民は極めて困窮した生活を強いられており、1997年か
らついに飢餓による死者が発生することとなった34。そして、川を渡って
中国へ避難する「脱北者」が続出するようになり、1997年から1999年ま
での3年間でおよそ30万人の北朝鮮人が飢餓を逃れて中国に脱出したとい
う見方もあり、そこで多数の「脱北者」は同民族である朝鮮族に助けを求
めていたのである35。中国朝鮮族は彼らを通じて、中国では報じられてい
ない北朝鮮国内の悲惨な生活状況を知ることができ、「脱北者」らの苦し
みに同情するとともに北朝鮮政権に対して違和感を覚えたに違いない。「昔
は北朝鮮が栄えていて、中国が飢え、今と反対だった」36という朝鮮族の
声がよく聞こえるようになった。
　またもう一つ挙げなければならない事例は、北朝鮮政権の暴走による「図
們江地域開発計画」37の挫折である。1990年に図們江地域開発計画が提起
されてから中国朝鮮族は地域経済発展のチャンスととらえており、自己発
展のドリームとして着実に計画を進めてきた。しかし、北朝鮮の核開発や
ミサイル発射実験などの無責任な暴走により、米国･日本との関係が悪化
して、開発計画が事実上失敗してしまったことは、朝鮮族が北朝鮮体制に
対する不満を高めた一因でもあった。このように、北朝鮮政権に対して、
不満を覚える人々が徐々に多くなってきた。特に、移民4世（主に「文化
大革命」終結以降生まれの若い世代）に当る新世代の朝鮮族は、北朝鮮に
34 死者の規模については、推論は様々であるが、アメリカの研究者ノーランド
らの分析によると、約 60 ～ 100 万人に上ると結論している（和田春樹『北朝鮮
現代史』岩波新書，2012 年，192 頁）。
35 韓景旭「北朝鮮の人口流出と中国朝鮮族の未来―脱北者問題を中心として」
朝倉敏夫・岡田浩樹編『グローバル化と韓国社会―その内と外』国立民族学博
物館，2007 年，187 ～ 197 頁を参照。
36 著者の2006年中国長白でのインタービュによる（高鮮徽「中国朝鮮族のグロー
バルな移動と（南北）コリアンの関係」日本国際文化学会『インターカルチュラル』
第 10 号，2012 年 3 月 31 日，122 頁）。
37 詳細は、拙稿「図們江地域開発計画における中国延辺朝鮮族自治州の変化と
課題」（『国際文化研究紀要』第 15 号，2008 年），141 ～ 161 頁。
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対する失望感や不信感が強く、北朝鮮に対する祖国意識そのものが薄まり
つつあった。
　朝鮮族の北朝鮮に対する祖国意識はどのような状況だったのか、朝鮮族
を対象に2010年に行ったアンケート調査の結果を用いてその様子を検討
したい38。より正確に意識の変化を把握するため、調査対象を学生と社会
人に分けて検討することにした（図表1参照）。「北朝鮮は好きですか、嫌
いですか」という質問に対して、学生たちは「好き」と答えたのは33.0%
で約3割を占めたが、「嫌い」とはっきり答えたのは24.8%を占めており、「ど
ちらでもない」と答えたのは42.9%と4割以上で、「嫌い」と「どちらでも
ない」と答えた人数を合わせると約7割を占めていて、北朝鮮を嫌いかま
たは「好きではない」、「関心がない」と捉えることもできる。さらに、「ど
ちらでもない」の答えはまるで他国のことであるような印象を強く受ける。
しかも、調査対象の学生らは全て中国が改革開放政策を導入した1980年
代以後生まれた若者たちであり、北朝鮮に対する鮮明な意識変化を読み取
ることができる。それと同様に社会人の調査結果をみると、「好き」と答
えた22.2%の人に対して、「嫌い」と答えた人は19.4%、「どちらでもない」
と答えた人は58.3%で、両者を合わせるとまたも7割以上を占めていた。
社会人のなかには公務員・知識人・一般会社員などが含まれており、年齢
層からみると30 ～ 40歳代の人が大半であるが、50 ～ 60歳代で北朝鮮に
対する民族感情が濃厚であると思われる方々も含まれているにも関わら
ず、北朝鮮を「好き」以外の答えを選んだ人々が7割以上を占めている。
そして、調査結果を全体的に見ても、北朝鮮を「嫌い」と答えた朝鮮族は
23.0%で、「どちらでもない」と答えたのは47.9%という結果となり、北朝
鮮を好まないまたは関心がないような答えが70.9%で、北朝鮮を「好き」
と答えた29.0%を遥かに上回っている。このような結果は、朝鮮族の北朝
38 アンケート調査は、筆者が 2010 年 6 月 18 ～ 28 日に中国延辺朝鮮族自治州
にて行った調査であり、調査対象は、中学校は延吉市立第十中学校、高校は龍
井市第二高校、大学は延辺大学の朝鮮族学生および社会人を設定して行った。
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鮮に対する「祖国」感情が、かつて命をかけても守ろうとした「祖国」の
絶対的な存在から、「先祖が住んでいた国」で「隣国＝別国」になってい
ると思える。
図表1　北朝鮮に対する好き嫌い意識に関する調査
（単位：％、人）
学生総数（人） 割合（%） 社会人総数（人） 割合（%）
好き 68 33.0 24 22.2
嫌い 52 24.8 21 19.4
どちらでもない 89 42.9 63 58.3
合計 209 100 108 100
出所：2010年6月18日～ 28日、中国延辺朝鮮族自治州で筆者が行った調査による。
　また、「自分はどんな人だと思いますか」という質問は、自分が中国朝
鮮族であることを認識していることを前提にしたものであった（図表2参
照）。その結果、「中国朝鮮族」だと答えた学生は66.9%、社会人は91.6%、
合計75.3%を占めていて、「中国人」であると答えた人は22.3%を占めた。
以上の調査結果を見ると、自分が中国朝鮮族であることを認識しながらも、
北朝鮮に対して他国のような無関心さや好まない感情が多数を占めてお
り、朝鮮族の若い世代の北朝鮮に対する祖国意識が変わっていることが分
かる。それは、国際社会における北朝鮮の「核開発」、「ミサイル打ち上げ」、
独裁体制による地域不安定、国民的貧困などに大きく失望を感じるように
なったためであると考えられる。
図表2　帰属意識に関する調査
（単位：％、人）
学生総数（人） 割合（%） 社会人総数（人） 割合（%） 人数合計（人） 割合合計（%）
中国朝鮮族 140 66.9 99 91.6 239 75.3
中国人 65 31.1 6 5.5 71 22.3
韓国・朝鮮人 4 1.9 3 2.7 7 2.2
わからない 4 1.9 0 0 4 1.2
合計 209 100 108 100 317 100
出所：2010年6月18日～ 28日、中国延辺朝鮮族自治州で筆者が行った調査による。
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　第4節　核実験と意識変化
　北朝鮮は北東アジア地域で唯一計画経済体制の社会主義国家として、か
つて「先軍政治」政策を敢行し、核開発やミサイル発射、韓国への軍事攻
撃など挑発的行動で、地域内の最大の脅威として各国に不安を与え続けて
きた。2011年12月19日、朝鮮労働党総書記金正日が死去後、その政権を
継承するようになった金正恩は、2012年4月11日に朝鮮労働党第1総書記
に就任後、2016年5月の朝鮮労働党大会では党委員長に推戴された。さら
に、同年6月の最高人民会議では国務委員長に就任し、名実ともに党、国家、
軍の頂点に立つようになり、正式に北朝鮮の最高指導者となった。金正恩
はその政治基盤を確立する過程において、対内では政権の「後見人」とさ
れた事実上ナンバー 2だった張成沢を始め、崔英健と金勇進両副首相、人
民武力相の玄永哲を含む100人以上39の幹部を処刑するなど「恐怖政治」
で体制の引き締めを図る一方、対外では各種のミサイル実験発射や核実験
を繰り返し強行することで、「金正恩朝鮮労働党委員長の強い姿勢」を誇
示し国民の求心力を高めようとしている（詳細は図表7参照）。その金正恩
政権の核実験などの暴走は朝鮮族の意識にどんな影響を呼びおこしている
だろうか。
　まず、核実験が朝鮮族地域に直接与えた影響を見てみたい。金正日時代
の第1回と2回目の核実験は、2006年10月9日と2009年5月25日にいずれも
咸鏡北道吉州郡豊渓里で実行された。豊渓里の核実験場は地理的には中国
朝鮮族の最大の居住地である延辺から極めて近く、約350キロしか離れて
おらず、その反発感情は大きかった。特に、2009年の核実験が行われた時、
延辺では震度4弱の揺れが感知され、延吉市や図們市の市民が避難させら
39 韓国の国家情報院傘下にある国家安保戦略研究院の李寿碩首席研究委員の発
表論文によると、北朝鮮の 金正恩政権発足後、約４年間で 処刑された幹部は約
100 人にのぼると発表した。（이수석「김정은정권 4 년평가 : 북한정치의변화」『김
정은정권 4 년평가와남북관계전망－ 2015 년국가안보전략연구원 국내학술회의』,
국가안보전략연구원 ,2015 년 11 월 26 일 ,12 페지）.
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れる事態まで起った40。その後、金正
恩政権下の核実験は、2013年2月12日
から2016年1月6日と9月9日まで計３
回も同じ地域で実行されたが、核実験
が行われるたびに地震による避難警報
が発動され、延辺地域に多大な不安を
与えてきた。そのなかで、2016年1月
6日行われた4回目の「水爆」実験時は、
延辺の主要都市である延吉市の第3高
級中学では、地震により雪で固まった
校庭に長さ約20メートルの亀裂が生
じ、雪の下の地面の一部にもひび割れ
が確認された（図表3）。延吉市では比
較的に弱い揺れが観測されたが、局地
的に強い揺れがあったようだ41。以上のように核実験による直接的な影響
も大きかったため、9月9日の「核弾頭」実験後に日中韓各メディアは直
ちに延辺地域の様子を中継し42、中国国土安全部門も国境地域の核物質調
査に乗り出した43。このような一連の事件で、北朝鮮に対する失望感や不
図表 3
出所： 『読売新聞』,2016 年 1 月 8 月付朝刊,
13 版 (8)。
40 日本メディアが核実験を報道してから約 2 時間後、筆者が電話で延吉市民に
対して電話取材を行い、状況を確認した。中国政府や機関紙は核実験による地
震騒動を正式には発表していない。市民達は、核実験を韓国の KBS を通じて知っ
ていたという。そして、中国国営メディアは正式に報道していないが、地方紙「扬
州晚报」や「环球时报」は 2009 年 5 月 26 日に「朝鲜核试验造 4.7级地震，中
国延吉疏散学生」（「北朝鮮核実験により震度 4.7 の地震が発生し、中国延吉市
では学校生徒を避難させた。」）という見出しで北朝鮮核実験による延辺地域の
地震発生状況を報じていた。
41 「軍など検問　厳戒態勢－中朝国境ルポ」『読売新聞』,2016 年 1 月 8 月付朝
刊 ,13 版 (8).
42 9 月 9 日、NHK は中継で延吉の様子を伝えたほか、CCTV と KBS もニュー
ス番組で同日の延吉状況を伝えた。（各国メディアのホームページより）, ＜
http://www3.nhk.or.jp/ ＞＜ http://news.cctv.com ＞＜ http://www.kbs.co.kr/ ＞
43 「中朝边境辐射环境未见异常」『中央电视台』,2016 年 9 月 9 日 ,（中国中央テ
レビのホームページ）, ＜ http://news.cctv.com ＞ .
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信感が強まる一方である。
　以下では、筆者が9月9日の「核弾頭」実験が実施された直後に行った「北
朝鮮の核実験に対する中国朝鮮族意識調査」の結果を用いて、その意識変
化を検討したい44。
　１、「北朝鮮の核実験の成功をどう思いますか。」という質問について
 この質問は核実験に対する朝鮮族の正直な感想を聞く質問である（図表4
参照）。北朝鮮の核実験に反感的な答え「単なる独裁国家の暴走」を選ん
だ人数は68人、反対的な答えの「北東アジア諸国安全への重大な挑戦」
を選んだ人数は14人で、その否定的な答えを選んだ人数は合計82人と圧
倒的に多く、その割合は92％にものぼる。これは朝鮮族が北朝鮮の核実
験に対する否定的・反感的な意識をもっていることを表している。その反
面、北朝鮮への祖国かつ愛国感情を表すような答え「朝鮮民族の誇り」は
4人、「朝鮮半島の平和統一のために必要」は３人で、両者を選んだ人数を
合わせてもわずか7人と1割りにも達していなかった。これを見ると、従
来北朝鮮に対する同一民族の誇りまた祖国意識は面影もなく、筆者にとっ
てもこれほど北朝鮮に対する帰属意識が薄まっているとは意外な結果で
あった。このような意識変化には核実験がどうような影響を与えているか
は、次の質問の結果を見てみたい。
図表4　核実験に対する感想に関する質問
（単位：人、％）
総数（人） 割合（％）
朝鮮民族の誇り 4 4.4
単なる独裁国家の暴走 68 76.4
北東アジア諸国安全への重大な挑戦 14 15.7
朝鮮半島の平和統一のために必要 3 3.3
合　計 89 100
出所：2016年9月19日～ 30日、筆者が中国朝鮮族を対象に行った調査による。
　
44 今度のアンケート調査は、主に 30 代から 40 代の中国朝鮮族の社会人を調査
対象とした。調査票は全部で 126 部を発布し、計 89 部を回収することができ、
回収率は 70.6% となった。今度の調査では連続する核実験と調査期間の短縮問
題もあって、調査票の発布と回収は電子メールや SNS などの手段を試みた。
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　２、「今後、北朝鮮がまたも核実験を実行することについて、どう思い
ます。」という質問について
　この質問は、未来にまたも核実験が繰り返されることを仮想して、核実
験に対する朝鮮族の本当の心境を聞く質問であった（図表5参照）。その結
果、核実験に賛成する答え「核武装するために必要」を選んだ人数はわず
か4人だった。それ以外に核暴走による未来への不安を感じる答え「放射
能汚染に影響されないか心配」は51人、「戦争が起きないか心配」は22人、
合計73人で、割合は82.0%にものぼり、朝鮮族の核実験に対する不安な心
境を読み取れる。もちろん、調査対象が30、40代の社会人であるため、
子供の未来に対する心配する心境も大きいと思われる。そして、核実験に
否定的な答え「地域安定のため、制止する必要がある」を選んだ12人を
合わせると、その殆どが核実験に不安を感じて否定的であることがわかっ
た。このように、核実験による未来への不安から北朝鮮に対する意識が大
きく変化したのでないかと考えている。それでは、朝鮮族は北朝鮮に対し
てどう思うか、その意識はどう変化したのだろうかは、次の質問の結果を
見てみたい。
図表5　未来の核実験に対する心境に関する質問
（単位：人、％）
総数（人） 割合（％）
核武装するために必要 4 4.4
地域安定のため、制止する必要がある 12 13.4
放射能汚染に影響されないか心配 51 57.3
戦争が起きないか心配 22 24.7
合　計 89 100
出所：2016年9月19日～ 30日、筆者が中国朝鮮族を対象に行った調査による。
　
　３、「このような北朝鮮をどう思いますか」という質問について
　最近のこのような北朝鮮をどう思うのか直接聞いてみた（図表6参照）。
「好き」と答えたのは7人で1割未満に対して、「嫌い」と答えたのは61人
で割合は68.5%となり、北朝鮮を7割近い朝鮮族が嫌いとの答えが出た。
そして、「どちらでもない」との答えは21人で、23.5％の割合を占めており、
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「嫌い」と答えた人数を合わせると9割以上の人々が北朝鮮を好まないとい
う結果となった。このような結果を、上記二つの調査結果と照らし合わせ
て見ると、金正恩政権の核実験に対する朝鮮族の反感や不安な感情の積み
重ねが、北朝鮮を「嫌い」という感情に変えてしまったことがよく読み取
れる。
図表6　北朝鮮に対する好き・嫌い意識に関する質問
（単位：人、％）
総数（人） 割合（％）
好き 7 7.9
嫌い 61 68.5
どちらでもない 21 23.5
合　計 89 100
出所：2016年9月19日～ 30日、筆者が中国朝鮮族を対象に行った調査による。
　以上の調査結果を見ると、朝鮮族の北朝鮮に対する意識が変わってきて
いることがわかる。かつて祖国として命をかけて守ってきた北朝鮮の「核
実験の成功」に対して、民族の誇りと思うことすらなく、金正恩政権の暴
走だと思う人が殆どであった。そのなかで、北朝鮮に対する意識の変化が
最も顕著だったのは「北朝鮮をどう思うか」の調査結果である。筆者が
2010年に行った同じ質問の調査結果を見ると北朝鮮を「嫌い」と答えた
人の割合は23.0%であったのに対して（図表1参照）、2016年の割合は
68.5%にも増加している。そして、2010年に北朝鮮を「好き」と答えた人
の割合は29.0%に対して、2016年の割合は1割にも達していない。これは、
北朝鮮の核実験が朝鮮族に未来への不安を感じさせるともに、その不安感
から北朝鮮の政権や体制に対して否定的になっているからであると思われ
る。このように、金正恩政権の核暴走は北東アジア諸国に不安と脅威を与
えるだけでなく、同民族である中国朝鮮族にも多大な不安と危機感をもた
らすことになり、またこれによって、北朝鮮に対する朝鮮族の意識が否定
的になっていたと考えられる。
259
李　金正恩政権の核暴走と中国朝鮮族の対北朝鮮意識
　おわりに
　本論の検討を終え、以下のことを明らかにすることができた。
　19世紀半ばから20世紀半ばにかけて、中国へ移動し続けた朝鮮人移民
は、様々な政治的迫害や排除を受けながらも、朝鮮民族の伝統的な生活、
習慣を守り続けることで必死に民族特性を維持していて、如何なる政策措
置や脅威下でも祖国である朝鮮半島への帰属意識を変えることはできな
かった。しかも、中国朝鮮族は中国共産党から新中国国民としての「愛国
心」と「忠誠心」を求められ、中国国民であることを明確に認識させられ
た。しかし、文化大革命の10年間に渡る迫害をうけ、中国共産党に対す
る不信感と失望感が極めて強くなり、朝鮮族の民族意識は強まる一方で
あって、中国朝鮮族に対する「新中国への愛国心」の強要によって北朝鮮
に対する祖国意識が失われることはなかった。
　しかし、1980年代以降、朝鮮族は国内では、経済発展が先行した大都市、
沿岸地域へと積極的に進出し、国際的には、国境を越えて韓国・日本をは
じめ世界の5大陸への大移動中で、経済発展を基調とする社会の流れ、特
に北東アジア地域におけるグローバル化の深化が彼らの意識変化に大きな
影響を与えた。中国の経済発展により生活が益々豊かになる一方、北朝鮮
政権の暴走により、朝鮮族の北朝鮮への帰属意識は薄まりつつあった。さ
らに、金正恩政権のミサイル発射実験、独裁体制による地域の不安定、国
民の貧困などに失望を感じるようになった。特に、国際社会の非難を無視
し繰り返される核実験は、朝鮮族社会に大きな不安感を感じさせ、薄まり
切った北朝鮮への帰属意識が一気に嫌朝鮮意識に変わりつつある。
　以上のように、変わりつつある朝鮮族の帰属意識はどこへ向かうのだろ
うか。2016年9月に行われた「北朝鮮の核実験に対する中国朝鮮族意識調
査」のなかで、「今後、北朝鮮はどうなってほしいですか」の質問に、「中
国式改革開放政策が導入され、経済発展と平和になってほしい」と答えた
人の割合が58％以上に達している。この質問の結果のなかに、中国朝鮮
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族の帰属意識の行方が潜んでいるかも知れない。これについては別稿で検
討したい。
図表7　北朝鮮の核やミサイルをめぐる動き
2006 年 10 月 9 日
2009 年 4 月 5 日
 5 月 25 日
2012 年 2 月 29 日
 4 月 11 日
  13 日
 12 月 12 日
2013 年 2 月 12 日
2016 年 1 月 6 日
 2 月 7 日
 3 月 18 日
 4 月 15 日
  23 日
  28 日
 6 月 22 日
 7 月 9 日
  19 日
 8 月 3 日
  24 日
 9 月 5 日
 9 月 9 日
1 回目の核実験
長距離ミサイル「テポドン２」改良型発射
2 回目の核実験
ウラン濃縮活動を一時停止する米朝合意
金正恩氏が朝鮮労働党第一書記に就任
「テポドン２」発射
「テポドン２」発射
3 回目の核実験
4 回目の核実験
「テポドン２」改良型発射
「ノドン」発射
「ムスダン」発射、失敗
潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）発射
「ムスダン」発射、失敗
「ムスダン」２発発射、１発失敗
ＳＬＢＭ発射、初期飛行に失敗
弾道ミサイル３発発射
「ノドン」とみられる中距離弾道ミサイル発射
ＳＬＢＭ発射、日本の防空識別圏に落下
「ノドン」３発を日本海に向け発射
5 回目の核実験
出所：『時事通信社』(時事通信JIJIwebホームページ), 
＜http://jijiweb.jiji.com＞より作成。
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李　金正恩政権の核暴走と中国朝鮮族の対北朝鮮意識
【補足資料】
「北朝鮮核実験に対する中国朝鮮族の意識調査表」
　北朝鮮政権は核開発とミサイル実験発射を続けています。特に、金正恩
政権になってから連続三回の核実験を行い、今年に入ってから１月に「水
爆」実験、９月に「核弾頭」実験を実行しました。
　このアンケート調査は、社会各分野のみなさんが、北朝鮮の「核実験」
に対して考えていることを調べるために行うものです。質問には自分が本
当に思っていることを正直に答えてください。なお、この調査の結果につ
いては、学術論文以外には使用しません。
　お忙しいことと存じますが、ご協力くださいますようお願いいたします。
*注
1、自分にあてはまると思う答えをA ～ Dのなかで一つだけ選んで書いて
ください。
2、調査票には、自分のお名前を書かなくて結構です。
日本横浜市立大学　　李　向日
2016年9月19日　　
質問１、北朝鮮の「核実験の成功」をどう思いますか。
A、朝鮮民族の誇り。
B、単なる独裁国家の暴走。
C、北東アジア諸国安全への重大な挑戦。
D、朝鮮半島の平和統一のために必要。
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質問２、今後、北朝鮮がまたも「核実験」を実行します、どう思います。
A、核武装するために必要。
B、地域安定のため、制止する必要がある。
C、放射能汚染に影響されないか心配。
D、戦争が起きないか心配。
質問３、このような北朝鮮をどう思います。
A、好きです。
B、嫌いです。
C、どちらでもない。
質問4、北朝鮮という国はあなたにとって何ですか。
A、先祖が住んでいた故国。
B、我々の愛する祖国。
C、迷惑な独裁国家。
D、単なる暴走する隣国。
質問5、今後、北朝鮮はどうなってほしいですか。
A、北朝鮮が武力によって、朝鮮半島を統一し、社会主義国家を成立して
ほしい。
B、ある手段によって、韓国に統一されてほしい。
C、中国式改革開放政策が導入され、経済発展と平和になってほしい。
D、国が滅びるまで、ほっとけばいい。
